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鹿児島市の概要
n 人口 ／ 591,772人 （令和4年7月1日現在の推計人口）

n 学校数 ／ 小学校：７８校、中学校：３９校、高等学校：３校 計120校 （令和４年５月１日現在）

n 児童生徒数 ／ 小学校：32,624人、中学校：16,150人、高等学校：1,903人 計50,677人

鹿児島市教育振興基本計画（令和４年度～）

第５章 本市の教育施策（抜粋）
(2)変化の激しい社会で児童生徒が成長していくために、個性と能力を伸ばす教育を推進する。
学校において蓄積された教育実践とICTを効果的に活用した新しい教育技術のベストミックス

を図り、児童生徒の発達段階に応じた情報活用能力の育成など情報教育を推進する（以下、略）

鹿児島市長マニフェスト
【No.52】IT関連教育を推進します。
希望する地域・学校がプログラミング教育など IT関連教育を行えるよう、教育内容や講師等の
環境整備を行い、支援を行います。

【No.53】教育に、IT・インターネットを積極的に活用します。
教育に、PCやタブレット端末の活用や、インターネット経由での教材配信など、
IT・インターネットを積極的に活用し、ひとりひとりに合った、より質の高い教育を目指します。
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本市における学習eポータル活用の４つの意義

nICT活用促進・利便性の向上
nクラウドサービス連携

n学習データ利活用

n保護者連携機能
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ICT活用促進・利便性の向上のための
学習eポータル
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学年・校種により１０～１２種類
のクラウドサービス及びその他
のWebサイト等を利用する。
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アプリアイコンやWebサイトへのショートカットを、デスクトップに並べただ
けでは、探しにくいし、使いにくい。起動までに時間がかかる。

→ 授業での活用の阻害要因となりかねない。
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7鹿児島市立の学校及び教育機関内でのイントラネットのみ利用可能 ← 家庭等への持ち帰りでは使えない

鹿児島市教育情報ネットワークシステム ポータルサイト
平成２５年度の本市として、初めてのタブレット端末導入時に現在の様式に改修し、その後、随時アップデートを重ねてきている。

GIGAスクールにおける課題
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GoogleサイトやMicrosoft SharePointでも
ポータルサイトは作成可能だが…
Googleアナリティクスで分析もできないこともないが…

求めるポータルサイトの条件
・学校でも家庭でもアクセスできる。・必要なユーザーのみがアクセス
・本市及び学校でカスタマイズ可能

との連携機能はあるか？

アプリごとの利用履歴のデータは容易にユーザーごとに取得できるか？
学校・教員・児童生徒自身が学習ログを閲覧できるか？

学習eポータルの利活用へ
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利用頻度の高いアプリ等の位置
やブックマークの追加等は学校
毎に編集可能

利用開始までの時間・手間を短縮し、日常的活用
を促進するため利便性を向上させる。
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クラウドサービス連携のための

学習eポータル

～アカウント管理の軽減～
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県内全ての公立学校の
児童生徒・教員が同一ドメイン

##########＠kago.ed.jp
GoogleもMicrosoftも同一アカウント

３つのOSが混在

○クラウド利用前提なら、OSの違いは関係ない？

県域アカウント kago.ed.jp

〇県内市町村の公立学校児童生徒・教職員なら、
転校・異動・進学しても同一のアカウントを継続利用
〇学習ログの活用（データの基づいた指導等の実現）
小～高校12年間の学習成果物の保存や蓄積が可能
〇Microsoft365,Google Workspaceが、全市町村で利用可能

県域での研修

○県域でのGIGAスクールセミナーを通年で実施

▮ 鹿児島県：県域アカウント
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ＩD ： AAA 
PW ：ABC

ＩD ： BBB 
PW ：BCdE

ＩD ： CCC
PW ：FGk

ＩD ： DDD
PW ：LMNO

ＩD ： EEEE
PW ：pQR

ＩD ： FFF
PW ：StuV

ＩD ： GGGG
PW ：Wxy

ＩD ： HHH
PW ：Zab

ＩD ： IJIJ
PW ：CdeF

ＩD ： KKL
PW ：GHij

ＩD ： MMM
PW ：KlmN

通常は、サービスの数だけ、ID・
PWが必要であり、年次更新等
の作業もそれぞれ必要。

12



Kagoshima City School ICT Promotion Center

13

同一のアカウントでシングルサインオン(SSO)

学校・教委は、年次更新の際に、
キーアカウントのみ処理

学習eポータルにログイン以降は、各
サービスへのログイン不要
属性も同期される。
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学習データ利活用のための

学習eポータル
～教員の勘と経験に頼る教育からエビデンス教育へ～











Kagoshima City School ICT Promotion Center

19

保護者連携機能の学習eポータル
～教職員の業務軽減と保護者の利便性の向上 ～
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家庭で保護者が児童生徒の学習状況を確認
⇒ア プ リ の利用回数や最終アクセス日時を閲覧
● 保護者用アカウントを発行
● 保護者はスマートフォン用専用アプリまたはブラウザ

から利用可能
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● 保護者は欠席・遅刻・早退を オ ン ラ イ ン でいつでも登録可能
● まなびポ ケ ッ ト の チ ャ ン ネ ル内で教職員間で共

有
● 朝の時間帯の電話対応の負担を軽減
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その他、実施できること
・保護者向け一斉連絡
・個別メ ッセージ
・ ア ン ケ ー ト
・資料共有
・学習ログの共有
・連絡帳機能保護者画面 教員画面
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学習eポータルに今後、期待すること
データ活用、エビデンスを基にした教育活動のための羅針盤的な役割に期待

多様なデータを表示・確認できるだけでなく、非認知能力的なデータ等
を含めて、これらを統合し、多様な異なるデータとのクロス集計、顕著な
データ変化の表示及びそれに関する付帯情報等の表示等を含め、一定のア
ルゴリズムに基づいたレコメンド（推奨）とアラート（警告）を表示でき
るようになること。

レコメンド
〇〇さんは、▽▽の技能を高
めるこ とで 、より総合的な
◆◆な能力が期待できます。

アラート
〇〇さんは、◇◇の数値が
ここ１か月で急に減少して
い ます 。
早期に○○の支援が必要です。


